































セの短編集 『蝶』 の中の一編 ｢クジャクヤママユ｣


























が､ ｢私｣ が最近 (子供と一緒に) また ｢蝶の｣
採集を始めた､ と話し､ ひとつの標本をモーアに





















































ランス語では ｢蝶｣ も ｢蛾｣ も ‘papillon’ である
という事実を､ フランス語の授業で知った｡ これ




‘papillon de nuit’ あるいは ‘papillon nocturne’ (い
ずれも ｢夜の蝶｣ の意｡ ついでに､ ｢ノクターン｣
は音楽用語では ｢夜想曲｣) と形容語句を付けて
区別しなければならない｡ つまり､ ‘papillon’ と
いう同じ範疇の中の下位区分､ という程度の位置
づけに過ぎないのである｡ 一方英語では､ 日本語




はフランス語に ｢70｣ とか ｢80｣ という単語が存















名詞が二つあり､ ひとつは ‘Schmetterling’､ もう
ひとつは ‘Falter’ である｡ ドイツ語では名詞の語
頭はすべて大文字になるという事実も､ この時に
知った｡ ちなみにヘッセの 『蝶』 の原題は
Schmetterlingeである｡ そしてドイツ語で蛾を蝶
と区別して言う場合には ‘Nachtfalter’ と言うのだ











意味し､ ‘féileacán oíche’ が ｢夜の蝶｣ すなわち





ズ語で蝶を表す語句には ‘glöyn byw’､ ‘iâr fach yr
haf’､ ‘pili-pala’ があり､ 一方で蛾は ‘gwyfyn’ で
ある｡ ちなみに ‘glöyn byw’ は原義が ｢石炭の
(黒い？) 生き物｣ らしいのでおそらくは黒い蝶
のこと､ ‘iâr’ は ｢雌鳥｣､ ‘haf’ は ｢夏｣ だがそれ
以上のことは不明､ ‘pili-pala’ は純粋に ｢蝶｣ と
いう意味のようだ｡ いずれにせよ､ ウェイルズ語
では蝶と蛾が真っ当に区別されている｡ スペイン
語では ‘mariposa’ が蝶と蛾の両方､ ‘mariposa no
cturna’ が ｢夜の蝶｣ すなわち ｢蛾｣､ さらに





ン語では ‘papilio’ が蝶と蛾､ ‘blatta’ がゴキブリ
と蛾､ ‘tinea’ が地虫､ ウジ虫､ 蛾である｡ ここで
は蛾が三種類に分類されている｡ 蝶のような形の





‘tinea’ なのであろう｡ そして中国語では､ 蝶が










には､ ‘hot water’ というように形容詞を用いなけ
ればならない｡ 日本語の ｢絵｣ は ｢水彩画｣､ ｢油
絵｣､ ｢線描画｣ などの総称だが､ 英語では水彩画
と油絵が ‘painting’､ 線描画が ‘drawing’ という分
類になり､ さらにこれらの ｢絵｣ と ｢写真｣
‘photograph(s)’ / ‘photography’､ ｢映画｣ ‘film’ を総
称した ‘picture’ という上位概念がある｡ 日本語
でこれらを総称するには ｢画像｣､ ｢映像芸術｣ な
ど､ 文脈によって言い換えなければならない｡ ま
た英語には､ 日本語で言う ｢絵｣ だけを区別して
言う語がない｡ 一方で日本語で ｢蜂｣ と総称して
いる昆虫を英語では ‘bee’､ ‘wasp’､ ‘hornet’ に分





‘wasp’ は 『ジーニアス英和辞典』 では ｢ジガバ
チ､ スズメバチ｣ と定義されているが､ 英国には
日本にいるような種類のスズメバチは棲息してい
ないため､ 英語で ‘wasp’ と言えば普通はアシナ
ガバチを指す｡ 最後に挙げた ‘hornet’ は ｢スズメ




という､ ‘horse’ とは無関係の生き物である｡ 日本
語では ｢腕時計｣ も ｢柱時計｣ も ｢時計｣ だが､
英語では ‘watch’ と ‘clock’ は別のものである｡
ちなみに､ 床に設置するタイプの大型の柱時計を
英語で ‘grandfather clock’ という｡
たとえば馬が走る速度によって動詞を使い分け
る習慣が日本語にはなく､ ただ ｢走る｣ としか表
現できないが､ 英語では遅い方から順に ‘amble’､




て ｢子牛｣､ ｢肉牛｣､ ｢乳牛｣ などと称するが､ 英
語では ‘bull’ (去勢されていない雄牛)､ ‘bullock’
(去勢された雄の荷役用の牛)､ ‘calf’ (子牛)､
‘cattel’ (集合的に家畜としての牛)､ ‘cow’ (雌牛､











‘cow’ と言っておけばよい｡ ｢豚｣ の場合には英
語にも ‘pig’ という総称があるが､ その下位区分
として ‘boar’ (去勢されていない雄豚)､ ‘hog’ (去
勢された雄豚)､ ‘sow’ (雌豚)､ ‘piglet’ (子豚｡ こ
れは単に ‘pig’ に ｢小さいもの｣ を示す接尾辞
‘let’ が付いただけ) などがある｡
逆に英語では ‘rice’ としか言わない所を日本語
では ｢稲｣､ ｢籾｣､ ｢米｣､ ｢御飯｣ あるいは ｢飯｣､
｢ライス｣ (一説によると茶碗に盛られているのが
｢御飯｣ あるいは ｢飯｣ で､ 皿に盛られているの
が ｢ライス｣ だそうだ) と呼び分けるという例も
ある｡ また日本語では服を ｢着る｣､ 靴を ｢履く｣､
帽子を ｢被る｣､ マフラーを ｢巻く｣､ ベルトを
｢締める｣､ 眼鏡を ｢かける｣､ 指輪を ｢はめる｣､
リュックサックを ｢背負う｣､ 髭を ｢生やす｣､ 香
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水を ｢つける｣､ 表情を ｢浮かべる｣ と動詞を使
い分けるのに対して､ 英語ではすべて ‘put on’
と ‘wear’ で表現する (前者が身につける動作､
後者が身につけている状態｡ たとえば ｢髭｣ には
前者は用いないが､ 付け髭の場合には用い得る)｡
これはよく引き合いに出される例だが､ 英語に
は ｢兄｣ と ｢弟｣､ ｢姉｣ と ｢妹｣ の区別がなく､
単に ‘brother’ と ‘sister’ である｡ どうしても区別
したいときには ‘elder sister’ なり ‘little brother’
なりと形容詞を用いるが､ 通常は殊更に区別しな




ある｡ また日本語では､ 一人称 (｢私｣ ｢僕｣ ｢俺｣
｢拙者｣ ｢それがし｣ など) と二人称 (｢あなた｣
｢君｣ ｢お前｣ ｢貴様｣ ｢汝｣ など) に気が遠くなる
ほどのヴァリエイションがあるが､ 英語ではつね
に ‘I’ と ‘you’ である (二人称には古くは単数形
の ‘thou’ と複数形の ‘ye’ があったが)｡ これはも
ちろん､ 日本語を使う社会の方が人間の上下関係
に敏感だという事実を反映している｡
他にもたとえばイヌイットの言語には ｢粉雪｣
や ｢牡丹雪｣ などいろいろな雪を表す語彙が数多
存在するが ｢雪｣ という総称は存在しないとか､
ロシア語には ｢荒い毛織物などが肌にちくちくす
る｣ ということを一語で表す動詞があるとか､ イ
タリア語にはマカロニの種類を意味する単語だけ
でも500語以上あるとかいった事実が如実に示す
ように､ 事物や現象の境界線は言語によって大き
く異なり､ またどんな言語もつねに様々な形でそ
の国や地域の文化を反映する｡
ところで､ 言語の話とは別なレヴェルで､ 実に
許し難い話だが､ 蝶と蛾の生物学的分類の境界線
はそれほど絶対的なものでもないらしい｡ 例えば
セセリチョウ科の蝶は実は蝶と言うよりもむしろ
蛾に近いという｡ 近い将来この種の蝶についての
研究が進んで､ これらが蛾に分類し直された場合､
私はそのニュースを読んだ瞬間からこの種の蝶に
は触れることが出来なくなるであろう｡ また､ 私
の個人的見解では､ ヤマキマダラヒカゲとサトキ
マダラヒカゲ (私の小学校時代にはこれらは単に
｢キマダラヒカゲ｣ という一種類の蝶だったが､
のちに別種と見なされるようになった) は是非と
も蛾に分類して欲しい｡ 幼少の頃から私は､ 蝶の
中でもこの種類にだけは (羽の模様が不気味すぎ
るので) 触ることが出来なかったのだ｡
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